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株式会社水沢鋳工所

ࣾは、鋳造͔Β機ց加工、੩電粉体ృ装·で一؏生産
により、機ց鋳物部品を製造している。ࣾには高速・高精
度加工にҖ力を発شする̑ ࣠加工機をաڈにߪ入したܦҢ͕
͋り、この加工機のຊ格的Քಇに入Ζ͏としていた。複雑ͳ
形状の加工には、̑࣠加工機による加工͕ඞཁで͋り、その
精度保ূには、̏次元測定機による精度確ೝ͕͔ܽせͳい。

ࣾではこれ·で、製品の̏次元測定を֎注によりͬߦて
いた。これを内製化できれ、発注元への短納期対応͕確
実にߦえるよ͏にͳるため、ຊ事業を活用して̏次元測定機
を導入することとした。現在、͕ࣾ受注している「吸ഉ気
マニホールド」の鋳造とその加工にͭいて、̑࣠加工機と̏
次元測定機を用いることにより、Ҏલの̏࣠加工͔Β̑࣠加
工への移ߦを目ࢦすこととした。

吸ഉ気マニホールドとは、プラットフォームิڅધ（1S7）
のエンジンに使用される部品で͋る。1S7 はւ༸上のੴ༉プ
ラットホームͳͲに物資やਓһを༌ૹするためのધഫで、ۙ
、上͔Βのੴ༉採۷量は΄΅一定でਪ移しているのに対
し、ւ༸͔Βのੴ༉はʑ૿加向に͋るため、1S7 の造
ધは૿加している。機ց鋳物部品を製造しているࣾでは、
લ͔Β吸ഉ気マニホールドの部品加工をけෛͬている
͕、造ધの૿加により、その受注量拡大している。発注
先のཁに応え、ޙࠓの受注を確保してい た͘め、その͕
͔りとͳる取り組みをͬߦた。

1. 実施した経緯 2. 実施した内容

ैདྷの吸ഉ気マニホールドの部品加工は、マニホールドの
֤面͝とに専用の࣏具にセットするඞཁ͕͋ͬたため、ஈ取
りのճ、࣏具へのண、製品移動等にଟ͘の手ؒやؒ࣌
をཁしていた。吸ഉ気マニホールドの加工はこれ·で、̒工
程をཁしていた機ց加工工程͕、̑࣠加工機を用いることに
より̐ 工程গͳい̎工程でऴྃでき、ஈ取りのؒ࣌や࣏具へ
のண、ワーク（加工中の部品）の移動の手ؒをল こ͘と͕
できる。そのためには̑࣠加工機用࣏具の装ண͕ඞཁで͋り、
̍工程目と̎ 工程目にそれͧれ装ணする専用の࣏具を製作し
た。

ଓいて、この࣏具を使用し、̑࣠加工機により吸ഉ気マニ
ホールド部品の試作加工をͬߦた。̍工程目は、ワークを࣏
具にセットしたޙ、径 ��NN で̒カ所の݀を空ける。これ
は、ै དྷ加工の̎工程目に͋たり、࣏具に確実にセットし、ワー
クの࢟をҡ持するためにॏཁͳ工程とͳる。

̎工程目では、̍工程目で空けた̒カ所の݀の͏ͪ、۱࢛
の上部をボルト締めでݻ定、この۱࢛のԼ部にはҐ置ܾめピ
ンをૠ入し、ワークを上部よりݻ定する。これにより、一度に
̑面の機ց加工をすること͕Մ能とͳͬた。

次に、ஈ取りؒ࣌や࣏具へのணؒ࣌の短縮、ワーク移
動の手ؒの低減͕ਤΒれたことによる、機ց加工ؒ࣌（ஈ取
りؒ࣌、ワークணؒ࣌、加工ؒ࣌の合計）͕Ͳれͩけ短
縮された͔検ূすることとした。ैདྷの機ց加工ؒ࣌を 5�ˋ

Ռ
加工にかかる時間の短縮化と３次
元測定機の導入により、小ロット
の短納期対応と増産対応が可能
になり、顧客の要望に応えられる
体制が図られた。

Ңܦ
近年、受注が増加している吸排気マ
ニホールドの加工を従来の３軸加工
から５軸加工機による加工に移行さ
せ、この精度測定を内製化し、短納
期対応を可能としたい。

༰ࢪ࣮
吸排気マニホールドの加工時間を短縮する
ために、５軸加工機の作業に対応する治具
を製作。試作したワーク（加工中の部品）を、
本事業により導入した３次元測定機で測定
し、精度を確認した。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

吸ഉ気マニホールドの部品加工にͭいて、ैདྷの加工方法
とൺ、̑࣠加工機による加工メリット͕大きいこと、及び̏
次元測定機の導入による精度確ೝの内製化は、小ロットの短

ࣾは業ॳ、工ܳ鋳物品の製造を手͕けていた͕、̓
ޙに機ց鋳物部品の製造にసした。そのޙは鋳造のみͳ
Βͣ、機ց加工、ృ装·で一؏生産体制により、成部品と
して納品できることを強みとしてきた。࣌代のニーズに対応で
きる技術力を活͔しͳ͕Β、ͲΜͳにݫしいཁٻにՌに
立ͪ向͔い、実をੵみॏねている。平成 25 、「のͮ͘
りຊ大」の౷技術の応用部でࡁܦ産業ল特ผを
受した。これは、大手Ո電メーカーより、高い鋳造技術͕
ೝめΒれ、量産化に対応できる工場としてਬ൧ジϟーの鉄ז
ͮ り͘をґཔされ、ۤ 難の末に商品化した「南部鉄器の内ז」
͕ධ価され、受にͭͳ͕ͬた。

̏次元測定機の導入により、加工部品の̏次元測定͕内製
化されることは、ࣾの༏Ґ性͕さΒに૿したといえる。ޙࠓ
南部鉄の鋳造とい͏౷技術のܧঝにめるととに、精
度の高い機ց部品の提ڙにめていきたい。·た、新たͳ
機能を持たせた鋳物製品等、自ࣾ製品の開発ࢹに入れ、
成֓೦にとΒΘれͳいのͮط り͘を究していきたい。

Ҏ上短縮することを目ඪとして、֤ 工程のஈ取りؒ࣌、ワー
クணؒ࣌、加工ؒ࣌を計測してൺֱした。

ैདྷの機ց加工では、̒ 工程合計のஈ取り͕ؒ࣌ �35 、
̑࣠加工機による機ց加工では̎工程合計のஈ取り͕ؒ࣌
2�� とͳり、5��5ˋのؒ࣌短縮とͳͬた。࣏具へのワーク
ணؒ࣌は、ैདྷの機ց加工では �3 、̑࣠加工機では
��で͋り�2�5ˋの短縮͕ਤΒれた。このஈ取りؒ࣌とワー
クணؒ࣌は、̒工程͕̎工程にͳͬたことにより、大෯に
短縮された。一方で、加工ؒ࣌はैདྷの̒工程では合計 ��
、̑࣠加工では̎工程でऴྃできるよ͏にͳͬたのの、合
計で �� で͋ͬた。高い精度͕ٻめΒれる部品加工は、加
工ؒ࣌に大きͳࠩは生·れͣ、��2ˋの短縮にとͲ·ͬた。し
͔し、֤ؒ࣌を૯合計した機ց加工ؒ࣌でൺֱすると、短縮
率は 53��ˋとͳり、5�ˋҎ上短縮の目ඪをୡ成すること͕
できた。

̑࣠加工機により試作した吸ഉ気マニホールドの部品を 3
次元測定機によりੇ法測定をͬߦたとこΖ、ਤ面仕༷をຬた
していること͕確ೝされ、ैདྷの加工方法͔Β̑ ࣠加工機に
よる加工へのม͕ߋՄ能とͳͬた。

納期対応をՄ能にした。·た、࣏具へのワークணؒ࣌や加
工͕ؒ࣌短縮されたことは、受注量の拡大にͭͳげること͕
できる。これΒの݁Ռは、٬ސのཁに対応できる体制͕整
い、より一の受注૿͕期される。

今回の事業で購入した３次元測定機。

高精度なスキャニング測定を実現。

５軸加工機の導入で、複雑な形状の部品加工や、
小ロット対応がしやすくなった。

５軸加工のプログラムを入力するオペレーター。

今回の事業に関わった品質管理課長の
田村直人さん。

鋳造、機械加工、粉体塗装の一貫生産による鋳
物部品（上下水道、船舶、家電製品、鉄道、農
機具、自動車、医療等）の製造

産業機械
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